
世田谷清掃工場建替計画 新旧対照表 

（下線の部分は改定部分） 

改定後 現行 

第１章 基本事項 

第３章 解体計画 

第４章 建築計画 

２ 煙突 

 

現工場の煙突の外筒を再使用した上で、その内側に焼却 

炉１系列ごとに内筒１本を設け、それ以外の構成は以下の 

とおりとする。 

(1) ステンレス製の内筒を設置する。 

(2) 脱臭設備出口として排気筒を設置する。 

(3) 階段を設置する。 
 

６ 熱供給 

 

 建替え後も現在と同様に、世田谷区立世田谷美術館へ熱

供給を行う。 

２  解体対

象施設 

(2) 煙突 

内筒：ステンレス製 

※煙突の外筒は既存施設を再使用し、内筒のみを解

体する。 

第１章 基本事項 

第３章 解体計画 

第４章 建築計画 

２ 煙突 

 

現工場と同様に工場敷地の北西側に配置し、焼却炉１系 

列ごとに内筒１本を設け、以下のとおりとする。 

(1) 外筒（鉄筋コンクリート造） 

(2) 高さ 現状と同じ約 100ｍ 

(3) 脱臭設備出口として排気筒を設置する。 

(4) 階段及びエレベータを設置する。 
 

６ 熱供給 

 

建替後も現在と同様に、世田谷区立世田谷美術館へ熱供給

を行う。 

２  解体対

象施設 

(2) 煙突 

内筒：鋼製 

外筒：鉄筋コンクリート造 

高さ 約 100ｍ 

  



改定後 現行 

 

 

第５章 プラント計画 

２ プラン

ト設備 

 

(1) 焼却炉規模 

600 トン／日（300 トン／日・炉×2炉） 

 

 

 

３ 外観イ

メージの基

本要素 

外観イメージは、基本コンセプト及び基本方針に基づ

き、周辺及び自然環境との調和等を図るため、外観イメー

ジの基本要素を以下のとおりとする。 

なお、外観イメージ図を図－４に示す。 

また、今後の受注業者の選定過程における総合評価実

施においては、これらの基本要素を踏まえ、具体的な検討

を図ることとする。 

 

(3) 煙突の外観 

② 既存煙突の色彩デザインを継承する。 

 

 

 

第５章 プラント計画 

２ プラント

設備 

 

(1) 焼却炉規模 

600 トン／日（300 トン／日・炉×2基） 

 

 

 

 

３ 外観イ

メージの基

本要素 

外観イメージは、基本コンセプト及び基本方針に基づ

き、周辺及び自然環境との調和等を図るため、外観イメー

ジの基本要素を以下のとおりとする。 

なお、外観イメージ図を図－４に示す。 

また、今後策定される実施計画や受注業者の選定過程

における総合評価実施においては、これらの基本要素を

踏まえ、具体的な検討を図ることとする。 

 

(3) 煙突の外観 

② 既存煙突の形状及び色彩デザインを継承する。 

 

 


